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至る。順送り金型メーカーの老舗企業であり、

国際競争力のある金型製造技術の確立に努め、

無人化、高速化、精密化を追求したプレス加工

で卓越した技術力を誇る。

（社）日本金型工業会・副会長、国際委員長を

歴任。中京大学大学院ビジネスイノベイショ

ン研究科客員教授、国立ソウル科学技術大学

校金型設計科名誉教授、神戸大学非常勤講師

などを務めて後進の育成に寄与、2018 年２月

は中京大学初の称号、特別栄誉客員教授を授

与される。著書に『モノづくりこそニッポン

の砦』『ニッポンのスゴい親父力経営』がある。

製造業の

　

中
小
企
業
と
は
い
え
、
会
社
を
経
営

し
て
い
る
私
が
「
製
品
を
精
度
良
く
、

か
つ
安
く
造
る
こ
と
に
努
力
し
て
い

る
」
と
言
う
と
、
違
和
感
を
持
つ
読
者

も
多
い
だ
ろ
う
。
現
に
経
済
学
者
の
中

に
は
「
安
請
け
し
て
い
る
製
造
業
に
未

来
は
な
い
。
独
自
の
技
術
に
磨
き
を
か

け
て
、
高
く
て
も
売
れ
る
商
品
を
開
発

し
て
経
営
を
す
る
べ
き
だ
」
と
主
張
す

る
人
も
い
る
。
そ
れ
も
あ
る
意
味
で
は

正
解
だ
が
、〝
業
種
に
よ
る
〟
と
す
る

の
が
正
し
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
趣
味
の
楽
器
、

オ
ー
デ
ィ
オ
、
大
工
道
具
、
カ
メ
ラ
な

ど
で
は
、
こ
だ
わ
り
を
持
ち
高
価
で
も

購
入
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
多
い
。
当
社
は

今
年
20
万
円
と
い
う
高
価
な
ロ
ボ
ッ
ト

犬
を
３
回
目
の
抽
選
で
や
っ
と
手
に
入

れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
商
品
に

長
期
的
に
安
定
し
た
売
り
上
げ
と
利
益

が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

１
台
３
０
０
０
万
円
以
上
も
す
る

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
１
年
以
上
も
待
っ
て

購
入
す
る
フ
ァ
ン
が
世
界
中
に
い
る
。

あ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
車
を
、
全
車
種
で

わ
ず
か
年
間
６
０
０
０
台
余
り
し
か
生

産
し
な
い
理
由
が
、
希
少
価
値
が
あ
る

こ
と
で
下
取
り
価
格
を
高
価
に
す
る
こ

と
な
ど
、
恐
れ
入
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
性
能
や
デ
ザ
イ

ン
で
世
界
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る

が
、
同
社
が
国
や
雇
用
、
取
引
業
者
に

ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
を
考
慮
す

れ
ば
話
は
別
だ
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
社
は
素

晴
ら
し
い
企
業
で
は
あ
る
が
、
生
産
量

で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る
日
本
の
Ｔ
社

と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

Ｔ
社
の
場
合
生
産
量
で
は
１
５
０
０

倍
、
利
益
は
25
倍
程
度
の
数
字
が
出
て

い
る
が
、
数
字
以
上
に
幅
広
く
多
く
の

分
野
に
無
類
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
Ｔ

社
は
国
家
に
巨
額
の
納
税
を
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
上
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
巨
額
の
外
貨
を
稼
い

で
い
る
こ
と
だ
。

　

現
在
は
原
油
安
の
た
め
日
本
は
貿
易

黒
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮
に
カ
ー

メ
ー
カ
ー
の
輸
出
が
停
滞
す
れ
ば
大
幅

な
貿
易
赤
字
国
と
な
る
。
長
年
財
政
赤

字
が
続
く
日
本
が
〝
双
子
の
赤
字
〟
と

な
れ
ば
、
国
家
の
信
頼
は
低
下
し
、
燃

料
や
原
材
料
、
食
料
を
安
定
的
に
必
要

量
を
輸
入
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
わ
が
国
で

は
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
大
手
輸
出
製

造
業
に
は
国
を
挙
げ
て
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
の
だ
。

　

Ｔ
社
の
製
品
を
直
接
、
間
接
に
納
入

す
る
取
引
先
は
１
万
社
を
下
ら
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
企
業
で
雇
用

の
機
会
を
得
て
い
る
国
民
の
総
数
は
驚

く
べ
き
多
さ
な
の
だ
。
Ｔ
社
の
利
益
は

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
25
倍
と
記
し
た
が
、
全

て
の
取
引
先
企
業
合
計
の
利
益
は
そ
の

数
倍
に
な
る
だ
ろ
う
。

高
値
だ
っ
た
初
の
本
格
国
産
車

　

１
９
５
５
年
に
Ｔ
社
の
ク
ラ
ウ
ン
が

発
売
さ
れ
た
時
に
は
全
国
民
が
注
目
し

た
。
戦
争
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
日
本

で
、
Ｔ
社
は
戦
後
わ
ず
か
10
年
余
り
で

乗
用
車
を
製
造
し
た
が
、
こ
の
実
績
は

世
界
で
も
例
が
な
い
。

　

平
均
給
与
が
月
１
万
円
の
時
代
、
１

０
０
万
円
で
発
売
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ン

は
庶
民
に
は
手
が
出
せ
な
い
車
だ
っ

た
。
１
５
０
０
㏄
の
エ
ン
ジ
ン
パ
ワ
ー

は
現
在
の
半
分
以
下
。
４
人
乗
車
で
鈴

鹿
峠
を
ト
ッ
プ
ギ
ア
で
登
る
こ
と
は
困

難
だ
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
は
勿
論
、
安
全
ベ

ル
ト
や
エ
ア
コ
ン
、
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー

キ
な
ど
も
な
く
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
だ
っ
た
。
あ
の
当
時
の
ス

ペ
ッ
ク
の
車
を
現
在
の
技
術
力
で
生
産

す
る
な
ら
、
80
万
円
程
度
で
可
能
だ
ろ

う
。
カ
ー
メ
ー
カ
ー
と
多
く
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
優
れ
た
設
計
力
と
コ
ス
ト
低

減
努
力
で
製
造
原
価
を
抑
え
て
き
た
の

だ
。

　

ク
ラ
ウ
ン
が
発
売
さ
れ
た
こ
ろ
よ
り

60
年
余
り
経
過
し
、
給
与
は
40
倍
以
上

と
な
っ
た
。
国
民
が
入
社
と
同
時
に

４
ヵ
月
程
度
の
給
与
の
価
格
で
車
を
買

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
カ
ー

メ
ー
カ
ー
と
部
品
を
生
産
す
る
製
造

業
、
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
、
材
料
メ
ー

カ
ー
等
の
た
ゆ
ま
ぬ
コ
ス
ト
低
減
努
力

の
お
陰
と
言
え
る
。
夏
前
に
リ
モ
コ
ン

の
つ
い
た
扇
風
機
を
購
入
し
た
が
千
数

百
円
だ
っ
た
。
中
国
製
で
、
同
国
で
も

原
価
低
減
が
進
ん
で
い
る
な
と
思
っ
た

も
の
だ
。

　

理
髪
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
業
で
は
、
賃
金
の
上
昇
に
比
例
し
て

値
上
が
り
す
る
。
こ
う
し
た
産
業
ば
か

り
で
は
国
民
は
何
年
経
過
し
て
も
よ
り

良
い
生
活
は
で
き
な
い
。
モ
ノ
づ
く
り

の
絶
え
間
な
い
コ
ス
ト
低
減
活
動
が
国

民
を
豊
か
に
し
、
先
進
国
に
な
っ
た
日

本
で
も
外
貨
を
稼
げ
る
の
だ
。

　

当
社
は
難
易
度
の
高
い
部
品
の
金
型

を
製
作
し
て
き
た
が
、
過
去
に
は
顧
客

に
大
い
に
感
謝
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か

し
現
在
で
は
同
業
各
社
の
技
術
力
が
上

が
り
、
感
謝
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
な
っ

た
。
近
年
、
顧
客
よ
り
高
い
評
価
を
い

た
だ
け
る
の
は
「
原
価
の
低
減
が
で
き

る
技
術
」
だ
。

　

実
例
を
挙
げ
よ
う
。

〔
実
例
１
〕
見
積
も
り
の
依
頼
を
頂
い

た
時
、
当
社
の
金
型
設
計
者
が
過
去
の

実
績
か
ら
部
品
図
を
変
更
。
こ
れ
に
よ

り
、
材
料
の
歩
留
ま
り
が
良
く
な
り
、

金
型
が
安
く
で
き
、
同
時
に
金
型
の
寿

命
が
長
く
な
る
。
さ
ら
に
品
質
管
理
が

容
易
に
な
る
。

〔
事
例
２
〕
複
数
部
品
加
工
が
で
き
る

金
型
に
よ
り
、
材
料
の
歩
留
ま
り
と
加

工
費
の
低
減
を
図
る
。

〔
事
例
３
〕
大
幅
に
図
面
の
変
更
に
よ

り
切
削
加
工
を
し
て
い
た
部
品
の
プ
レ

ス
加
工
化
を
図
る
。
こ
れ
は
大
幅
に
コ

ス
ト
低
減
が
期
待
で
き
る
。

〔
事
例
４
〕
１
秒
と
い
う
短
い
加
工
時

間
内
で
複
数
の
ネ
ジ
を
同
時
に
加
工
。

〔
事
例
５
〕
精
密
せ
ん
断
技
術
に
よ
り
プ

レ
ス
加
工
後
の
切
削
工
程
を
無
く
し
た
。

〔
事
例
６
〕
月
産
数
の
多
い
部
品
は
プ

レ
ス
機
械
を
専
用
化
し
、無
人
加
工（
段

取
り
替
え
無
し
）
を
図
る
。

　

過
去
12
年
間
で
、
当
社
に
よ
っ
て
コ

ス
ト
低
減
が
図
れ
た
全
て
の
事
例
の
効

果
金
額
は
、
現
在
な
ん
と
月
間
２
０
０

０
万
円
余
り
に
も
な
っ
て
い
る
。
全
国

に
何
十
万
社
か
あ
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

原
価
低
減
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
輸
出

競
争
力
の
あ
る
国
家
と
し
て
今
後
も
成

長
で
き
る
の
だ

原価低減努力が

国家と国民を豊かにする
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